


〔はじめに〕 

 気管支喘息の治療として,主に薬物療法になりがちであるが,喘息児の場合皮膚テストを

行うとハウスダスト・ダニなどに過敏である者が多いため,原因となる抗原の除去を徹底さ

せることも必要である。小児の日常生活を考えると,自宅にいる時間が最も長く,かつ 8～

10 時間はふとんで寝ている。そこで喘息児の自宅での,ほこり,ダニ,カビなどの吸入抗原

の除去が重要となってきた。 

 国立小児病院アレルギー科では昭和55 年度より,入退院をくり返す喘息児の家庭訪問を

行っている。今回私達の行っている家庭訪問の実際とその効果について報告する。 


